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１　施設の概要

①

［小分類］

③

④

⑤

２　施設の設置目的と達成状況

［法令名］

② 設置条例 ［条例名］

３ 施設の管理運営形態と利用状態

①

②

③

利用状況指標 利用者数

令和元年度 178人

令和２年度 67人

令和３年度 101人

⑤ 主な利用者 地元住民（団体含）

⑥ 修繕見込み等（ライフサイクルコスト） 見込みなし

開館時間 午前９時から午後４時30分

④ 利用状況

現在の管理運営形態 直営

開館日 毎月第２・第４日曜日

④ 施設で実現すべき市民ニーズ・事業

岡山市瀬戸町郷土館は、旧瀬戸町域の考古・民俗資料
などの文化財の展示・収蔵施設である。国史跡大廻小
廻山城跡、万富東大寺瓦窯跡のガイダンス施設・出土
遺物等の展示施設としての役目もはたす。

⑤ 設置目的の達成状況
一般見学者と地元小、中学校の社会教材として利用さ
れている。

岡山市瀬戸町郷土館条例・岡山市瀬戸町郷土館条例施行規則

③ 条例に規定された設置目的
市民の文化的向上及び調査研究に資することを目的と
している。

 施設内容
旧瀬戸町域から出土した考古遺物や関係する民俗文化
財を収集、展示している。

① 根拠法令
なし

　　　　　　　　　　　　第　　条

⑥ 施設規模

 敷地面積（㎡） 2,282

 構造／延床面積（㎡） 木造/253.48

 建設費（単位：千円） 未詳（昭和２１年頃に旧陸軍の工場を移設したといわれる。）

公の施設の点検結果

施設名称 岡山市瀬戸町郷土館

開設年月日 平成18年12月27日

所在地 岡山市東区瀬戸町観音寺５６７番地

② 施設種別
文教施設

博物館（美術館、科学館、歴史館、動物園等）

担当課名 文化財課



４－１ 管理運営に係る収支【岡山市】 （単位：千円）

令和４年度 令和３年度 令和２年度

〔予算〕 〔決算〕 〔決算〕

0 0 0 0

375 375 375

375 375 375 0

40 25 14

40 25 14 0

415 400 389 0

-415 -400 -389 0

４－２ 管理運営に係る収支【指定管理者】 （単位：千円）

令和４年度 令和３年度 令和２年度

〔予算〕 〔決算〕 〔決算〕

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0

0 0 0 0収支差額

小計

 事業費

 その他

収入合計

支
出

 管理運営費

 人件費

 施設維持管理経費

 事務費等

収
入

 利用料金

 指定管理料

 補助金等

 自主事業収入

 その他（雑入等）

支出合計

支出合計

収支差額

区分 平均

 直接経費

 維持管理費

 光熱水費

小計

支
出

 委託経費

 管理運営委託料

 指定管理料

 事務費等

小計

収
入

 施設使用料

 行政財産目的外使用料

 手数料

 その他（雑入等）

収入合計

区分 平均



５　建物に関する調査結果

６ 今後の方針

③

　

 指定管理者の候補者名

④
指定管理期間
（直営の場合は次期点検までの期間）

令和6年4月1日～令和11年4月1日

（指定管理期間：　　年）

指定管理者とする場合の選定方法

 非公募の場合

 非公募とする理由

 根拠規定

②
必要性ありの施設の管理運営方法
及びその理由

直営

国史跡のガイダンス施設・出土遺物等の展示施設とし
て位置づけられ、収蔵品の中に寄託・寄贈品が含まれ
る。それらの管理・研究・活用は、一体におこなわな
ければ文化財の価値が失われるものである。

① 施設必要性の有無及びその理由

必要性あり

地域の歴史を学ぶ貴重な施設であり、地元住民から提
供された貴重な民俗文化財等の展示と保管もしている
ことから、岡山の文化資料を時代へ継承するための必
要不可欠な施設として必要である。

 指摘がある場合の
 主な内容

未了

 未了の場合の工事予定時期 未定

劣化度調査・
建築基準法第１２
条点検

 実施状況

 指摘の有無

耐震化

 耐震診断 未了

 耐震工事


